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3D システムの特長

大臼歯バンドに専用リンガルチューブを溶接することで
アプライアンスの着脱が容易に

専用のリンガルチューブには特殊なホールがついており、アプラ
イアンス上のポストを挿入することで容易に装着できます。
専用チューブを大臼歯バンドに溶接するだけで、アプライアンス
自体は溶接されませんので、脱着・交換が容易に行えます。

様々な治療方針に対応可能な種類豊富なアプライアンス

3D システムにはいくつかのアプライアンスがあり、治療方針に合わせてお選びいただけます。
すべてのアプライアンスが共通の専用リンガルチューブに装着可能です。

3D リンガルチューブが溶接されたバンドを
患者さんに装着した状態で作業用石膏模型の作製が可能

3D トランスファーシステムにより、3D リンガルチューブが溶
接されたバンドを装着したままでの石膏模型の作成が可能です。
これにより、効率的に技工作業を行うことができます。
3D トランスファーシステムには、専用のインサートとトランス
ファーチューブが必要になります。
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3D クワッドヘリックス
3D クワッドヘリックスは、4 つのヘリカルループからなるブルーエルジロイ製の可撤式の舌側拡大
装置で、急速拡大装置を使用することなく上顎歯列を拡大することができます。
主線のワイヤーサイズは .038 インチ、エクステンダーの部分は .028 インチとなっており、このエ
クステンダーを調整することで、治療目的に合わせた様々な使用が可能となっています。

主な用途 ・歯列弓の拡大　　・頬側方向への拡大
・拡大をともなう臼歯部のローテーション　・前歯部の前方移動　など

部位の名称

①エクステンダ―
.028 インチのラウンドワイヤーで、治療上に必要な作用に合
う形状に曲げることが可能です。

②ポスト

バンドに溶接された 3D リンガルチューブに挿し込むことで、
装置を大臼歯にしっかりと固定することができます。
ポスト部には溝がついており、リンガルチューブ側と強固にか
み合うため、口腔内で外れにくくなっています。

③ヘリカルループ
アプライアンスを調節することによって、4 つのらせん状のルー
プがコントロールされた矯正力を発揮します。

サイズの選択など

①
③

②

3D リンガルチューブまたは 3D トランスファー
チューブを装着した模型上で、近心ポスト間距離（左
図）を計測し、サイズを選択します。
近心ポスト間の距離は、ポストからポストの直線距離
を計測します。

3D クワッドヘリックスは、指の力で簡単に
その幅を拡げたり、縮めたりすることができます。
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アクチベーターはダイヤモンド型にデザインされてお
り、3 方向のフォースメカニクスは様々な方向への移動
を思い描いた通りに実現します。
アクチベーターには 5 つの角があり、それらをわずかに
調整することで、予測可能で幾何学的な力の方向を生み
出します。

調整法のイメージ

アクチベーターの調整方法

アクチベーターの調整には、3D アジャスタブルプライヤーや
ライトワイヤープライヤーなどを使用します。
左図において、●と■はそれぞれプライヤーの先端部を表して
おり、アクチベーターのそれぞれの角をどのように把持するか
を示します。

アクチベーターは歯肉に接触しないように調整します。

下図のようにアーチの位置が高すぎると舌でワイヤーを動かしてしまい、ポストの近心部で破損する原因となります。

左図のように、ホープライヤーで近心側ポストを把持し、別のホープライヤー、
もしくは指でアクチベーターをオフセットさせます。

Point

アーチは前歯の基底結節に直接当たるように調整します。Point








